
講義科目名称：

英文科目名称：

ナンバリング： N-35-07-B

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

リフレクション論と実践

後期 2年 1単位 必修

田中響(t_hibiki@@tcn.ac.jp)

講義 15時間 30時間 専門分野【看護統合分野】

添付ファイル

授業形態 授業時間数 授業時間外学習時間数 科目区分

2025年度

特記事項

■看護師資格必修
■保健師資格必修
■養護教諭二種免許必修
□看護師資格選択必修
□保健師資格選択必修
□養護教諭二種免許選択必修

資格選択区分

□広い視野と人を思いやる豊かな人間性をはぐくみ、人生の問題や課題に誠実に向き合う力
□高い倫理性と堅固な使命感をもって生き抜き、人に寄り添う力
■専門的な基礎知識と論理的思考にもとづいて看護実践する力
□チームワークを重んじ、創造的に多職種と連携・協働する力
□病院から地域・在宅へと療養の場が移るなかで、地域で暮らす人びとの健康と生活を支え、地
域とともに歩む力

ディプロマポリシーとの関連性

●あり
○なし

アクティブ・ラーニング

●担当している
○担当していない

実務経験のある教員による授業科目の配置

本授業は、実務家としての豊富な経験を有する教員が担当し、実践的な知識とスキルを習得でき
る内容となっています。実例を交えた指導で、現場での応用力を養います。

実務経験を授業科目にどのように活かしているか

●受入可
○受入否

科目等履修生ほか受入（受入可能人数）

受入可能人数

授業の概要 リフレクションの概要を把握し、その過程を実際の体験とつなげて学ぶ。実習における学生の体験を題材と
し、「一人の看護者として」他者に向き合う自己を振り返り、自己を理解する。さらに、ケアを受ける人の価
値観、ニーズを尊重することの必要性と重要性を理解する。学生自らが、自分のコミュニケーションや観察の
技術を振り返り、自己の課題と目標を明確にし、実践する力の向上をめざす。さらに、自分の経験を客観的に
見直す思考を養い、高い倫理性と堅固な使命感を持ち、寄り添う力を育む。

到達目標 ・リフレクションの定義、意義、リフレクションに必要なスキルを理解する。
・リフレクションの方法を理解する。
・リフレクションを実施し、リフレクションの意義を実感する。

授業計画 回 授業内容 授業方法 自己学修課題(予習・復習) 取組時間 担当者
１ リフレクションとは 講義 テキストを読んでおく 田中ひ

２ リフレクションしてみる① 講義 自身の生活の中でリフレクション
してみたいことを考えておく

田中ひ

３ リフレクションしてみる② 講義　GW リフレクション用紙を用いてリフ
レクションしておく

田中ひ

４ 実習での学び「受け持ち患者
との関わりの中でリフレク
ションする」①

講義 実習における患者との関わりを振
り返っておく

田中ひ

５ 実習での学び「受け持ち患者
との関わりの中でリフレク
ションする」②

講義 リフレクション用紙を用いてリフ
レクションする

田中ひ



６ グループでリフレクションす
る①

講義　GW 自身のリフレクション事例を完成
させておく

田中ひ

７ グループでリフレクションす
る②

講義　GW グループでディスカッションでき
るよう準備する

田中ひ

８ まとめ・発表 講義　GW 発表できるように準備する 田中ひ

先行履修科目 基盤看護学実習Ⅱを履修していることが望ましい。

テキスト 看護リフレクション入門 東めぐみ 照林社

参考文献 看護リフレクション　東めぐみ　医学書院

評価方法 レポート100％

課題（試験やレ
ポート等）に対す
るフィードバック
の方法

提出物に関しては、確認し、授業内でコメント等でフィードバックします。
成績評価については成績通知日に返却します。

備考 基盤看護学実習Ⅱでの学びをリフレクションします。実習での学びをしっかり記録しておきましょう。授業に
ついて連絡事項を掲示する場合がありますので、必ず、1階の掲示板を見るようにしてください。


